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会
員
が
減
ら
な
い
周
作
ク
ラ
ブ

パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
も
２
年
目
と
な
り
、
お
い

し
い
食
事
と
会
話
を
楽
し
む
気
持
で
胸
ふ
く
ら

ま
せ
た
会
員
た
ち
が
続
々
集
ま
っ
て
く
る
。

12
時
30
分
、
定
刻
通
り
に
新
年
会
が
ス
タ
ー

ト
。
毎
年
恒
例
の
お
楽
し
み
、
豪
華
賞
品
が
当

た
る
福
引
に
は
、
河
出
書
房
新
社
、
新
潮
社
、

長
崎
の
遠
藤
周
作
文
学
館
、
周
作
ク
ラ
ブ
役
員

の
協
力
も
あ
っ
て
、
も
れ
な
く
全
員
分
の
景
品

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

司
会
の
亀
岡
園
子
さ
ん
の
開
会
の
言
葉
に
続

い
て
、
会
長
代
行
の
加
藤
宗
哉
さ
ん
か
ら
乾
杯

の
挨
拶
。

「
世
の
中
の
会
は
、
だ
ん
だ
ん
会
員
が
減
っ
て

い
く
も
の
な
の
に
、
こ
の
周
作
ク
ラ
ブ
は
な
ぜ

か
会
員
が
減
ら
な
い
。
新
年
会
も
、
昨
年
に
引
き

続
き
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
、
明
る
い
話
題
か
ら
始
ま
っ
た
。

２
０
２
４
年
１
月
に
逝
去
し
た
高
橋
千
劔
破

幹
事
の
代
わ
り
に
、
２
名
の
新
幹
事
と
し
て
、

亀
岡
園
子
さ
ん
、
清
水
優
子
さ
ん
が
定
時
総
会

で
承
認
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
併
せ
て

従
来
幹
事
の
一
田
佳
希
さ
ん
、
今
井
真
理
さ
ん
、

宮
辺
尚
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
。

ロ
マ
ネ
・
コ
ン
テ
ィ
事
件
は

�

遠
藤
先
生
の
イ
タ
ズ
ラ
？

食
事
は
ブ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
ス
ペ
イ
ン
料

理
。
た
っ
ぷ
り
の
パ
エ
リ
ヤ
や
パ
ス
タ
、
オ
ー

ド
ブ
ル
の
大
皿
が
並
ん
で
い
る
。
お
い
し
い
料

理
を
食
べ
な
が
ら
会
話
が
弾
む
。

13
時
10
分
か
ら
旅
行
担
当
の
石
井
由
里
亜
さ

ん
か
ら
、
今
年
の
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」

の
説
明
が
あ
っ
た
。
５
月
18
日
（
日
）
か
ら
19

�

（
次
頁
に
続
く
）

　
報
告

✍２
０
２
５
年
新
年
会

全国から約50名もの会員が集まった新年会での記念撮影。

全
国
か
ら
会
員
が
集
う

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
弾
む
会
話

２
０
２
５
年
１
月
25
日
、
周
作
ク
ラ
ブ
新
年
会
が
新
宿
三
井
ビ
ル
内
「
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・

ダ
イ
ニ
ン
グ
Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ
」
で
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
け
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
パ
ー

テ
ィ
ー
形
式
で
の
会
で
あ
る
。
快
晴
の
空
の
も
と
、
一
面
ガ
ラ
ス
窓
の
開
放
感
あ
る
明
る
い

店
内
で
ス
ペ
イ
ン
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
久
し
ぶ
り
の
出
会
い
を
楽
し
ん
だ
。
関
西
や
東
日

本
か
ら
の
参
加
者
も
駆
け
つ
け
て
約
50
人
が
集
い
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
会
と
な
っ
た
。
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